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Ⅰ 研究主題 

  知的障がいのある生徒の主体性を育てる評価の在り方 

～観点別の評価規準を活用した個人目標の整理と評価を通して～ 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

  「特別支援教育の推進について（通知）」（文部科学省，2007）において、「特別支援教育は、障害のある 

幼児児童生徒の自立と社会参加に向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち、（中略）適切な指導及 

び必要な支援を行うものである。」と述べられている。 

 一方、知的障がいのある児童生徒の学習上の特性等として、「特別支援学校学習指導要領解説総則等編」 

（文部科学省，2009）に、「学習によって得た知識や技能が断片的になりやすく、実際の生活の場で応用さ 

れにくいことや、成功体験が少ないことなどにより、主体的に活動に取り組む意欲が十分に育っていない 

ことなどが挙げられる。」と示されている。 

 特別支援教育では、様々な児童生徒に応じた適切な指導が必要である。そのため、個別の指導計画に基 

づいた学習の状況や結果を適切に評価し、指導の改善に努め、実際の学習評価に当たっては、児童生徒の 

障がいの状態等を十分に理解し、一人一人の学習状況を丁寧に把握する工夫が求められる。 

 これらのことから、知的障がいのある生徒の主体性を育てるためには、断片的になりやすい知識や技能

を結び付けて、それらを活用して思考・判断・表現しながら、成功体験から自信をもたせることができる

授業が必要であり、特に学習状況の適切な評価が大切であると考える。 

知的障がいのある生徒の学習上の特性等や主体性の定義から、本研究で捉える主体性を「自分で学習を 

振り返り、自信をもったり、教師と一緒に解決や改善の方法を考えたりして、次の学習の目標を決めるこ 

とができること」とした。この主体性を育てるには、生徒が学習を振り返り、何が理解でき、何が理解で 

きなかったのかについて、自己評価を行う必要がある。そのためには、教師の目標設定が重要であり、主 

体性を育てる視点から観点別の評価規準を活用して個人目標を整理する必要があると考えた。また、生徒 

の自己評価の結果に対し、適切な称賛及び解決や改善の言葉掛けができるように、個人目標を評価する学 

習活動の場面を明確にし、学習状況を丁寧に把握することが必要であると考えた。 

  そこで、本研究の理論研究において、観点別の評価規準を活用して個人目標を整理することや評価する 

場面を設定すること、それらを生徒の自己評価に生かす意義や在り方を明確にしたい。また、研究協力校 

である宮崎県立延岡しろやま支援学校の知的障がい教育部門中学部職員を対象に、現状や課題を把握する 

ための実態調査を行う。さらに、その調査結果と理論研究を踏まえ、観点別の評価規準を活用して整理し 

た個人目標や評価する場面の設定を取り入れた学習指導案及び自己評価シートを作成する。そして、それ 

らを基に検証授業を行い、知的障がいのある生徒の主体性を育てる有効な評価の在り方を究明したい。 

以上のような取組を通して、観点別の評価規準を活用した個人目標の整理と評価の在り方を明らかにす 

ることは、知的障がいのある生徒の主体性を育てる評価につながると考え、本研究主題を設定した。 

 

Ⅲ 研究目標 

  観点別の評価規準を活用した個人目標の整理と評価を通して、知的障がいのある生徒の主体性を育てる

評価の在り方を究明する。 
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Ⅳ 研究仮説 

  教師が観点別の評価規準を活用した個人目標の整理や自己評価項目の選定を行い、評価する学習活動の

場面を明確にすれば、生徒と一緒に達成状況を確認することができ、生徒が次の時間の学習目標を自分で

決めることができるなどの主体性を育てる評価の在り方につながるだろう。 

 

Ⅴ 研究内容 

 １ 理論研究 

⑴ 知的障がいのある生徒の主体性 

⑵ 主体性を育てる評価の具体的な取組 

   ア 観点別の評価規準を活用した個人目標の整理 

イ 学習活動を評価する場面の明確化 

   ウ 個人目標の整理と評価する場面の明確化を生かした自己評価 

⑶ 宮崎県立延岡しろやま支援学校知的障がい教育部門中学部職員を対象とした実態調査 

⑷ 主体性を育てる評価を実践するための工夫 

 ア 学習指導案の工夫 

 イ 自己評価シートの工夫 

 

２ 実践研究 

 ⑴ 研究協力校及び対象生徒 

⑵ 検証授業Ⅰ：生活単元学習「修学旅行へ行こう ～お小遣いを計画的に使う方法を知ろう～」 

  ⑶ 検証授業Ⅱ：数学科「時刻と時間」 

 

Ⅵ 研究計画 

月 主な内容 具体的な内容 研究方法 備考 

4 〇研究の方向性 〇研究主題・副題、研究仮説設定 〇文献研究  

5 
〇研究の方向性 

〇理論研究 

〇年間計画の作成 

〇研究主題構想の構築 

〇文献研究 

 

 

 

6 〇理論研究 〇理論の構築 〇文献研究 延岡しろやま支援学校 

7 
〇理論、調査研究 

〇グループ協議会 

〇グループ協議会 

〇検証授業Ⅰ・Ⅱの構想と準備 

〇文献研究 

〇アンケート調査 
延岡しろやま支援学校 

8 〇検証授業準備 〇検証授業Ⅰ・Ⅱの準備 〇文献研究 延岡しろやま支援学校 

9 〇検証授業 〇検証授業Ⅰの実施と分析  延岡しろやま支援学校 

10 〇検証授業 〇検証授業Ⅱの実施と分析  延岡しろやま支援学校 

11 〇研究のまとめ 〇全体協議会に向けた準備   

12 〇全体協議会 〇全体協議会   

1 〇研究のまとめ 〇研究の成果と課題の整理 〇文献研究  

2 〇研究のまとめ 〇研究報告会事前準備   

3 〇主題研究報告会 〇主題研究報告会   
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Ⅶ 研究構想 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分で学習を振り返り、自信をもったり、教師と一緒に解決や改善の

方法を考えたりして、次の時間の目標を決めることができる生徒 

 

知的障がいのある生徒の主体性を育てる評価の在り方 

～観点別の評価規準を活用した個人目標の整理と評価を通して～ 

 

教師が観点別の評価規準を活用して個人目標の整理や自己評価項目の選定を行い、

評価する学習活動の場面を明確にすれば、生徒と一緒に達成状況を確認することがで

き、生徒が次の時間の学習目標を自分で決めることができるなどの主体性を育てる評

価の在り方につながるだろう。 

目指す生徒像 

研究の主題 

研究の仮説 

 
理 論 

 

 個人目標や評価する場面の設定

等に関する実態調査 

(対象：宮崎県立延岡しろやま支援

学校知的障がい教育部門中学部職

員) 

調 査 

学習活動を 

評価する場面 

の明確化 

 観点別の評価規準 

を活用した個人目標

の整理 

 個人目標の整理と評価する場面の明確化

を生かした自己評価 

主体性を育てる評価の具体的な３つの取組 

 
 
「学習指導案」「自己評価シート」 

工 夫 

 

Ⅰ 生活単元学習：「修学旅行へ行こう ～お小遣いを計画的に使う方法を知ろう～」 

Ⅱ 数学科：「時刻と時間」 

実 践 
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Ⅷ 研究の実際 

 １ 理論研究 

⑴ 知的障がいのある生徒の主体性 

    一般的に使われる主体性の意味は、広辞苑（岩波書店）では、「主体的であること。また、そういう

態度や性格であること。」、主体的とは、「ある活動や思考をなす時、その主体となって働きかけるさ

ま。」と示されている。他に、大辞泉（小学館）では、「自分の意志・判断で行動しようとする態度」

と示されている。また、「生徒指導提要」（文部科学省，2010）には、「主体性を持って行動する」こと

について、「与えられたものであっても、自分なりの意味づけを行ったり、自分なりの工夫を加えたり

することで、単なる客体として受動的に行動するのではなく、主体として能動的に行動する余地があ

る場合が多い」と示されている。 

これらの意味や解釈をまとめると、主体性とは、自分で何かをしようという考えやある事柄につい

て考えをまとめて定めたことによって行動しようとすることである。そして、それは、きっかけや条

件を与えられて行動した結果であっても、その中で、自分が主体となって決めたり、選んだりするな

どの行動ができていれば、それは、主体性をもった行動として捉えることができるのではないかと考

えた。 

その上で、知的障がいのある生徒の主体性について考えると、学習上の特性として、習得した知識 

や技能が偏ったり、つながりにくかったりすることがあるため、それらを用いて実際の生活の場で応 

用することが難しい傾向が見られる。そのため、知的障がい教育においては、できる限り子どもの成 

功体験を増やすとともに、自発的・自主的な活動を大切にし、主体的活動を促すよう指導することが 

重要とされている。 

したがって、生徒が自分で、あるいは教師の支援を受けながら学習を振り返り、理解できたことや 

できるようになったことなどの成功した事柄を確認する場が必要である。そして、それらの場で得ら 

れた自信は次の学習への意欲を高め、生徒の主体性を育てることにつながると考えた。 

 以上、主体性に関する定義等や知的障がいのある児童生徒の特性等を踏まえて、知的障がいのある 

生徒の主体性を【図１】のように、「自分で学習を振り返り、自信をもったり、教師と一緒に解決や 

改善の方法を考えたりして、次の時間の目標を決めることができること」と捉えることにした。 

【図１ 知的障がいのある生徒の主体性】  
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⑵ 主体性を育てる評価の具体的な取組 

    知的障がいのある生徒の主体性を育てるために重要な教師の取組は、次のとおりである。 

第１に、教師が生徒一人一人の実態に応じた目標を確実に設定することである。生徒が学習を振           

り返るには、生徒にどのような力を身に付けるための授業であるのかという明確な目標の設定が不可

欠である。 

第２に、教師が生徒の学習状況を丁寧に把握することである。生徒ができたことに自信をもち、で 

きなかったことは解決や改善の方法を教師と一緒に考えられるように、教師が適切な言葉掛け等の指 

導や支援を行うためにも実態を把握し、学習活動を評価する場面を明確にすることが重要である。 

第３に、教師が把握した学習状況を生徒の振り返りに生かすことである。具体的には、整理した個

人目標の達成状況や取組状況がどうだったのか、把握できた情報をもとに、自己評価する際に、称賛

や助言を行ったり、教師と生徒による評価をすり合わせたりすることである。 

これらの教師による具体的な取組が、知的障がいのある生徒の主体性を育てることにつながると考 

え、【図２】にまとめた。 

【図２ 知的障がいのある生徒の主体性を育てるための教師の取組】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

     

 

 

ア 観点別の評価規準を活用した個人目標の整理 

  観点別の評価規準を活用して個人目標を整理するとは、生徒一人一人に設定する個人目標を観点 

別の評価規準を活用して細分化することである。 

特別支援学校では、【図３】に示すとおり、単元目標を達成するために必要な課題等を分析すると

ともに、その課題に対する生徒の実態等を踏まえて、生徒一人一人に応じた個人目標を設定してい

る。そのため、生徒が授業の中で達成すべき目標の数が増える場合もあるが、教師が一つ一つの目

標を丁寧に評価することが生徒の確実な成長につながると考える。 
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【図３ 観点別の評価規準を活用した個人目標の整理例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、主体性を育てる視点から観点別の評価規準を活用した評価を行うことは、主体性と「生き

る力」との関係を整理することで理解できる。特別支援学校においては、これまで生徒の自立と社

会参加に向けた主体的な取組を支援する視点に立ち、「生きる力」を育む教育を大切にしてきた。  

「生きる力」とは、現行の学習指導要領では「自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に

判断し、行動し、よりよく問題を解決する資質や能力」と示されている。「生きる力」を育むことと

観点別学習状況の評価について、松見（2016）は、「学習の結果のみで評価するのではなく、学習の

過程における評価を行って、知識面や理解面・技術面だけでなく、興味・関心、意欲、思考・判断・

表現等の側面を捉える学習評価を観点別に実施することで、『生きる力』を育む教育活動の充実を 

図っていくことができる」と述べている。つまり、観点別の評価規準を活用して個人目標を整理し、

設定することは、生きる力を構成する要素の一つといえる主体性を育てる上で必要かつ有効な手段

であり、我々教師が学習評価を行うに当たって求められている学習状況を丁寧かつ多面的に把握す

ることにつながると考える。 

しかし、一方で、知的障害教育における観点別の評価規準を取り入れた学習評価の実際について、

平成 25 年度の全国特別支援学校知的障害教育校長会と国立特別支援教育総合研究所知的障害教育

班が連携して行った「観点別の学習状況の評価」の調査では、「全てに取り組んでいる」と回答した

学校は 12.8％、「部分的に取り組んでいる」の回答は 37.5％、「取り組んでいない」の回答は 49.6％

であった。  

これらのことから、学習の結果だけではなく、学習過程における評価の在り方を見直し、観点別

の評価規準を活用した個人目標の評価を行っていくことは、主体性を育てるために意義があると考

える。 

観点別の評価規準を活用して個人目標を整理した部分 
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イ 学習活動を評価する場面の明確化 

個人目標や学習状況の達成度を評価するためには、評価する学習活動の場面を明確にする必要が

ある。前述した学習状況を丁寧に把握するために観点別の評価規準を活用して個人目標を整理して

も、評価する学習場面を明確に設定できていなければ、「できた」「できない」のみの評価になりか

ねない。このことから、個人目標に対して、生徒がどのように取り組んだのか、また、何が理解で

きたのかについて、教師が達成の状況を確実に評価できるように、評価の場面を明確にする必要が

あると考えた。 

「特別支援学校学習指導要領総則等編」（文部科学省，2009）には、「児童又は生徒のよい点や可

能性、進歩の状況などを積極的に評価するとともに、指導の過程や成果を評価し、指導の改善を行

い学習意欲の向上に生かすようにすること。」と示されている。また、目標の達成状況や取組状況を

把握するための工夫について、松見（2016）は、「児童生徒の学習の状況を的確に評価できるように

するということは、例えば、思考・判断・表現に関する評価規準が設定されているならば、児童生

徒が思考・判断・表現する場面を設定して授業を実施するということ」と述べている。 

これらのことを踏まえ、評価のための評価にならないように学習の適切な場面で評価を行う機会 

を設けることが大切であり、そのためには、目標が評価できる場面を明確にすることが重要である。 

そうすることで、生徒がうまくできたことや進歩した状況を把握でき、生徒へ積極的に伝えること 

が可能となる。つまり、目標に対する評価場面を明確にすることは、目標に対してどのような取組 

を行ったのか、その達成状況や取組状況を的確に把握するために有効であると考える。 

 

ウ 個人目標の整理と評価する場面の明確化を生かした自己評価 

ここでは、観点別の評価規準を活用して個人目標を整理したことや評価する学習場面を明確にし 

たことを、生徒の学習の振り返りにどのように生かせるのか、また、その取組が、主体性を育てる 

ことにつながるのかについて考える。 

本研究で目指す主体性とは、「自分で学習を振り返り、自信をもったり、教師と一緒に解決や改善

の方法を考えたりして、次の学習の目標を決めることができること」である。この主体性を育てる

には、生徒が自己評価を通して、達成感や自信をもったり、教師と一緒にどのように取り組めばよ

かったのかなどを話したりしながら、次の学習への見通しをもち、学習意欲を高めることが必要と

なる。 

     自己評価について、「特別支援学校学習指導要領解説総則等編」（文部科学省，2009）では、「相互 

評価や自己評価は、児童生徒自身の学習意欲の向上につながるとの指摘もあることから、重視する 

必要がある」と示されている。また、自己評価が知的障がいのある生徒にとって効果的であるため 

の要素について、尾崎（2016）は、「知的障害のある児童生徒に対して効果的に自己評価を行うため 

には、評価項目とその基準を児童生徒にとって明確にすること、自己評価の結果を教師による評価 

と擦り合わせたり気付きを促す言葉掛けをすることが重要」と述べている。さらに、丹野(2016)は、 

「評価規準の項目を、児童生徒と共有しながら、児童生徒が自己評価できるようにする取組も、主 

体的な学習を促進する観点からますます重要となってくる」と述べている。  

以上のことより、観点別の評価規準を活用して個人目標を整理し、その目標を評価する学習場面

を明確化したことを、教師と生徒の目標の共有や、生徒による自己評価と教師による評価のすり合

わせに生かすことは、生徒の学習意欲を高め、主体性を育てる上で意義があると言える。 
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⑶ 宮崎県立延岡しろやま支援学校知的障がい教育部門中学部職員を対象とした実態調査 

  ア 目的 

    研究協力校である宮崎県立延岡しろやま支援学校知的障がい教育部門中学部職員を対象に個人目標 

や評価場面の設定等に関する現状や実態を把握し、評価の取組を具現化するための手段を考える。 

 

  イ 調査内容 

個人目標や評価場面の設定等に関する現状など７つの質問項目からなる。 

 

  ウ 調査方法 

中学部職員 23 名を対象として平成 29 年７月 18 日に行った。回収率は 100％であった。 

    

  エ アンケート調査結果 

授業目標を観点別の評価規準を活用して設定している職員は、23 名中１名のみであった。ま   

た、設定した目標の達成状況の評価について、23 名中 19 名が十分とは言えない、３名が評価できて

いるとは言えないと回答した。さらに、評価を行う学習場面の設定について、授業全体を振り返って

評価する職員が、23 名中 18 名であった。残り５名は、特定の授業において評価する学習場面を設定

していると回答した。その結果について、【図４】に示している。 

これらのことから、観点別の評価規準を活用した個人目標の整理や学習活動を評価する場面の明確

化、整理した目標の把握や達成状況の評価について、十分に実施していない現状が分かる。 

【図４ 実態調査の結果】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑷ 主体性を育てる評価を実践するための工夫 

   これまでに述べた主体性を育てる評価の在り方と全国及び研究協力校での実態を踏まえ、学習指導案 

と自己評価シートの工夫が重要であると考えた。 

ア 学習指導案の工夫  

    本研究で取り組む評価を授業で実践していくためには、観点別の評価規準を活用した個人目標の整 

   理を行い、それらを評価するために、学習場面を明確に示したものが必要であると考えた。 
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 そこで、個人目標や評価の視点、指導過程が示してある学習指導案に、評価の取組を追記し、検証 

授業を行うことが有効ではないかと考え、次のとおり学習指導案の形式を工夫し、【図５】に示した。 

    具体的には、次の(a)～(d)の視点を取り入れた学習指導案を作成した。 

     (a) 観点別の評価規準を活用して整理した個人目標 

    (b) 個人目標を評価する学習場面を明記した指導過程 

    (c) 生徒による自己評価の場面を設定した指導過程 

    (d) 観点別の評価規準を活用して整理した目標の評価を行う項目 

                                   【図５ 学習指導案の工夫】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 自己評価シートの工夫 

    生徒が本時の授業を振り返り、次の時間の目標を決めるためには、学習を通して理解したことやで 

きたことなどについて、生徒本人が、あるいは教師と一緒に自己評価を行う必要がある。その際、生 

徒が取り組む自己評価の項目は、前述した通り、教師が観点別の評価規準を活用して整理した個人目 

標と同様の目標を設定する。また、それらの目標は、生徒に分かりやすく、イメージしやすい記述や 

内容でなければならない。さらに、教師が把握した目標の達成状況や取組状況から、生徒による自己 

評価に称賛やアドバイス等を行うことで、生徒はそれらの結果に自信をもったり、分からないことを 

教師と一緒に考えたりして、次の時間への意欲を高めていくことができると考える。 

一方、学習内容や自分の取組を想起することが難しいと感じる生徒が存在することが予想される。

学習指導案(例) ※宮崎県立延岡しろやま支援学校学習指導案形式に追記 

                                         

                 

１ 単元名 

２ 目標 

３ 指導観 

４ 指導計画（全〇時間） 

５ 本時の学習 

 (１) 本時の目標 

(２) 生徒の実態と個人目標 

(３) 観点別の評価規準を活用して整理した個人目標                      

(４) 指導過程 

(５) 評価 

(６) 整理した個人目標の評価 

(７) 座席配置 

(８) 板書計画 

(９) 資料 

(10) 関連する各教科等                             

 

 観点別の評価規準
で個人目標を整理す

る(生徒の自己評価
項目の選定) 

 整理した目標を評価
する学習活動の場面を

明確にする 

 自己評価の結果に

適切な称賛や改善の
言葉掛けを行う 
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そこで、どのような取組の結果であれば達成したと言えるのか、教師と一緒に考える時間を設定した

り、授業の感想等を自由に記入したりできる項目を設けたりする。 

このように教師による評価とのつながりがある自己評価シートを用いることで、生徒が、次の時間

に本時と同じ学習内容を再度目標として取り組むのか、あるいは次の学習内容を目標として取り組む

のかを選択することができると考え、自己評価シートを活用した評価の流れを【図６】に示した。 

【図６ 生徒による自己評価の流れ】 
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生徒本人、もしくは教師と、
本時の個人目標を確認する。 

次の時間の個人目標を確認し、本時の自己評価から 

次に目標として取り組めそうか、判断する。 

生徒が学習を
振り返り、自分
で決める活動 

自己評価シート内の①②で振り返った内容等を基に、③に取り組む。 

 整理した目標を評価

する学習活動の場面を
明確にする 

 観点別の評価規準
で個人目標を整理す
る(生徒の自己評価

項目の選定) 

 自己評価の結果に
適切な称賛や改善の
言葉掛けを行う 
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２ 実践研究 

 ⑴ 研究協力校及び対象生徒  

   宮崎県立延岡しろやま支援学校知的障がい教育部門中学部 第３学年 通常学級 ９組（５名）  

 

 ⑵ 検証授業Ⅰ「生活単元学習：修学旅行へ行こう ～お小遣いを計画的に使う方法を知ろう～」 

ア 観点別の評価規準を活用して整理した個人目標を追記した学習指導案 

    まず、生徒の単元等に関する実態を把握するために、担任及び副担任から情報を収集したり、実際 

に授業に入って観察を行ったりした。その上で、担任及び副担任と協議しながら、本時の目標や生徒 

の実態、個人目標を作成した。ここでは、生徒Ａ,Ｂ（Ｃ,Ｄ,Ｅについては省略）それぞれに対して、 

実態に応じて設定した個人目標を記載している。 

    次に、実態に応じて設定した個人目標を、観点別の評価規準を活用して整理したものを【図７】に

示した。なお、特に評価の視点として該当しない観点については、斜線で記している。 

              【図７ 検証授業Ⅰにおける観点別の評価規準を活用して整理した個人目標】         

                                               

   

                        

 

  

 

                        

 

 

 

                       

                        

 

  

 

 

イ 評価する学習活動の場面を明確にした指導過程 

 アで設定した目標について、生徒がどのような取組を行うのか、また、その取組を教師がどの場面

で評価するのかなど、確実に評価を行うことができるように、指導過程の中で、生徒名と目標の番号、

観点別の評価規準の項目を記載した。その例を【図８】に示す。   

                  【図８ 検証授業Ⅰにおける評価場面を明確化した指導過程】 

  

  

 

 

 

 

個人目標を観点別の評価規準である「知識・理解」「技能」「思

考・判断・表現」「関心・意欲・態度」の４観点で整理し、学習状

況の丁寧な把握に努めた。 

２観点で整理 

４観点で整理 

２観点で整理 

４観点で整理 

「例（Ａ－①技／思・判・

表）→生徒Ａの①の「技能」

と「思考・判断・表現」の目

標の取組状況を把握する場面

であることを指す。 
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ウ 個人目標の整理と評価する場面の明確化を生かした自己評価 

(ア) 教師による評価 

     イの指導過程に示した目標の観点について、生徒がどのような考え方で問題を解いているのか、 

何が理解できたのかなど、その取組の様子について教師による評価を行った。また、生徒と一緒に 

授業を振り返る際に、教師による評価と生徒による自己評価の結果を比較させながら、生徒ができ 

ていたと評価した項目については、十分な称賛を行った。さらに、生徒ができていないと評価した 

項目について、生徒の課題を聞き取り、改善のためのアドバイス等を行った。その様子について、 

【図９】に示す。 

                【図９ 検証授業Ⅰにおける教師による評価を生かした振り返り】 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(イ) 生徒による評価 

     生徒が取り組んだ自己評価の項目は、教師が整理した個人目標を生徒が理解できるような内容や 

    言葉に変えて記載した。また、生徒が本時の学習を振り返って評価する際、可能な限り、一人でで 

きるよう、授業で使用した学習プリントを提示した。振り返りが難しい生徒に対しては、教師と一 

緒に取組内容を確認しながら、目標が達成できていたのか、難しい問題はなかったのか等について 

話し合い、自己評価を行うようにした。ここでは、生徒Ａと生徒Ｂの自己評価の結果について、【図 

10】に示している。 

指導過程に示した目標の観点について、 

生徒の取組を確認する様子 

振り返りの場面 

授業中に把握できた生徒の取組の様子に 

ついて、称賛や助言を行っている様子 

自分で考えて、 

しっかり解答でき

ていたね。 

この問題は、 

どんな方法で 

考えましたか？ 
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          【図 10 検証授業Ⅰにおける生徒Ａ及び生徒Ｂが記入した自己評価シート】 

 

 

(ウ) 教師及び生徒による評価のすり合わせ 

授業で、教師による評価と生徒による自己評価とのすり合わせを行うことは、時間的な制約があ 

ることや一斉に行うことが難しいことから、授業後に、紙面上で行った。教師が「達成できていな 

い」と評価しても、生徒が「達成できている」と評価している項目がどの程度あるのかについ整理 

した。実際の結果を、【図 11】に示す。 

            【図 11 検証授業Ⅰにおける教師及び生徒による評価のすり合わせ】   

 

    

 

 

 

 

 

 

＜教師が整理した個人目標を、生徒の実態に応じて分かりやすい表現に変えて作成した自己評価表＞ 

生徒Ａ 
「いつ」に日付、「何を」に商品名、「いくら」に合計金額を記

入することや、その際のルールを理解できる。 

 

 

〇 ワークシート③の問題は、できましたか？ 

〇 小遣
こ づ か

い帳
ちょう

をつける時のルールは、分かりましたか？ 

生徒Ｂ 
教師の説明やルール表を手掛かりに、書き写す項目や記入する

場所を考えることができる。                  

 

 

〇 教師の説明を聞いたり、ルール表を見たりして、 

小遣
こ づ か

い帳
ちょう

のつけ方を考えることができましたか？ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

本時の目標と取組の結果から、次の目標の内容に取り組めそうか、又は、再度、本
時の目標と取組を確認しながら、次の目標に取り組むのかについて決める活動 

生徒が学習を
振り返り、自分
で決める活動 

教師と生徒の評価

が一致している場合 
教師と生徒の評価が

一致していない場合 
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エ 考察 

(ア) 観点別の評価規準を活用した個人目標の整理 

  検証授業及び学習指導案を見た職員へのアンケートでは、７名全員が「個人目標を、観点別の評 

価規準を活用して整理して行う授業は、学習状況を丁寧に把握することにつながると思う」と回答 

した。このことから、観点別の評価規準を活用した個人目標を学習指導案に整理することは、個人 

目標を達成するために必要な「技能」や「思考・判断・表現」等を、どの学習活動によって身に付 

けられ評価できるのかについての具体的な視点をもたせることにつながる。 

一方、担任や副担任から生徒の実態に関する情報は収集していたものの、個人目標を、観点別の 

評価規準を活用して整理する際、Ｔ１の主観的な判断で設定してしまったため、生徒の実態に合わ 

ない目標も見られた。 

     また、【図 12】より、教師による把握が難しかった項目について、生徒への助言につながってい 

ないことから、達成状況が確実に評価できる目標を設定し、目標数の精選を行うなど、その在り方 

を十分検討する必要があると言える。 

 

(イ) 学習活動を評価する場面の明確化 

     学習活動を評価する場面を明確化したことは、生徒が何を理解しているのか、どのような取組を 

行っているのか等について、教師による具体的な評価を可能とした。実際、【図 12】に示すとおり、 

30 項目に整理した個人目標の達成状況や取組状況を約 90％把握できている。また、検証授業及び

学習指導案を見た職員７名中６名が「整理した目標を指導過程に明記することは、目標を的確に把

握することにつながると思う」と回答している。 

しかし、個人目標の達成状況は、把握できなければ評価することができず、個人目標を設定した

意味を成さない。今回、個人目標の達成状況や取組状況の把握が難しかった項目が約 10％出た要因

として、学習指導案が挙げられる。学習指導案の指導過程に記述する「評価する学習活動」を、よ

り見えやすいものとすることで、授業を行いながら瞬時に確認できるものにしていく必要がある。 

 

(ウ) 個人目標の整理と評価する場面の明確化を生かした自己評価 

【図 12】より、教師が把握した内容をもとにした称賛等を行うことができたのは約 70％であっ

た。このような教師による称賛や助言等が生徒の振り返りに生かされ、【図 10】に示すとおり、生

徒が次の目標を決めることにつながった。また、検証授業及び学習指導案を見ていただいた職員全

員が、「生徒が授業を振り返って行う自己評価と、自己評価項目を教師が整理した目標と同一に設定

し、把握した内容をもとに称賛等を行うことは、主体的な取組や学習意欲を高めることにつながる

と思う」と回答した。このことから、授業の取組を評価し、生徒による自己評価に教師の称賛等を

行うことは、次の授業に対する意欲を高める上で有効であったと言える。 

一方、取組の様子は把握できたが称賛等につながらなかった項目が、【図 12】に太線で示してい

るとおり９項目あった。その要因として、生徒がなぜそのような自己評価を行ったのか、また、生

徒がどのように自己評価に取り組んでいるのかについての把握が不十分であり、振り返りの場面に

おける助言やアドバイスに至らなかったことが挙げられる。これらのことから、生徒は「達成でき

ている」と評価した項目に対し、教師は「達成できていない」と評価した場合等、生徒自身にいつ、

どのようにフィードバックすればよいのか、また、教師が次の目標設定を行う際の配慮などについ 

て検討し、すり合わせの結果が一致するようにする必要がある。 
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              【図 12 検証授業Ⅰにおける達成状況及び取組状況の把握と称賛等の関係】 

目標の観点 生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ 生徒Ｄ 生徒Ｅ 
把握 称賛等 把握 称賛等 把握 称賛等 把握 称賛等 把握 称賛等 

１技能 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

２思考・判断・
表現 

○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 

３知識・理解 ○ △ ○ △ ○ △ ○ △ ○ 〇 

４技能 ○ △ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

５思考・判断・ 
表現 

○ △ ○ △ △ △ ○ ○ ○ ○ 

６関心・意欲・ 
態度 

△ △ 〇 〇 ○ △ ○ ○ 〇 〇 

                   （○：把握・称賛等ができた／△：把握・称賛等ができなかった 

 

オ 検証授業Ⅱにむけての改善点 

    検証授業Ⅰの考察から、３つの課題に対する改善点を述べる。 

第１に、Ｔ１の主観的な判断による個人目標の整理とならないように、Ｔ２との十分な協議を行い、

確実に評価できる個人目標を設定する。 

第２に、評価する学習活動が瞬時に確認できる指導過程の表記にするために、フォント等を工夫す

る。 

    第３に、生徒にとって分かりやすい自己評価シートにするために、振り返るポイントが確認できる 

視点を追記する。そうすることで、生徒が何をもとに評価を行ったのかについて、教師が確実に把握 

して称賛等につなげることができると考える。 

これらの３つの改善を通して、教師と生徒による評価のすり合わせの結果が一致するようにする。 

 

 ⑶ 検証授業Ⅱ 「数学科：時刻と時間」 

  ア 観点別の評価規準を活用して整理した個人目標を追記した学習指導案 

    検証授業Ⅰの課題を踏まえ、生徒が達成できたかどうかを確実に評価できる目標を設定するととも 

に、Ｔ１の主観的な判断により生徒の実態に合わない目標にならないように、Ｔ２と十分に話し合う 

時間を確保して目標の設定を行った。 

 

イ 学習活動を評価する場面を明確にした指導過程 

    検証授業Ⅰでの反省を踏まえ、学習指導案の指導過程に記述する際の見やすさについて、【図 13】 

に示すとおり、「黒の背景に白抜きの文字で記入する方法」で改善を行った。 

                 【図 13 検証授業Ⅱにおける評価場面を明確化した指導過程】 
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ウ 個人目標の整理と評価する場面の明確化を生かした自己評価 

(ア) 教師による評価 

     改善を行った【図 13】に示す学習指導案の指導過程に基づき、検証授業Ⅰと同じ流れで実施した。 

 

(イ) 生徒による評価        

     検証授業Ⅰでは、生徒が学習を振り返る際に、教師の言葉掛けを必要とする場面が多かった。ま 

た、生徒が何を基に振り返りを行い、自己評価を行っているのかについて、教師の確認が十分では 

なかった。そこで、【図 14】に示すとおり、生徒が可能な限り自分の力で自己評価が行うことがで 

きるように、参考にするプリント等の必要な視点を自己評価シートに追記した。 

         【図 14 検証授業Ⅱにおける振り返りのポイントを追記した自己評価シートの活用】 

 

    生徒が自分で自己評価シートに書かれた振り返りのポイント 

   を見て、授業で取り組んだプリントを確認しながら評価を行っ 

ている様子。 

    生徒が学習を振り返る際、どこを見れば、また、誰に聞けば 

   達成度が分かるのか、プリントの番号等を教師が追記した部分。 

    生徒が学習を振り返り、自分で決める活動へのつながり。 
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(ウ) 教師及び生徒による評価のすり合わせ 

     授業後、検証授業Ⅰと同様に、Ｔ２とともに教師による評価と生徒による自己評価とのすり合わ

せを行い、差異の有無を確認した。実際に行ったすり合わせを【図 15】に示す。 

【図 15 検証授業Ⅱにおける教師及び生徒による評価のすり合わせ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ 考察 

(ア) 観点別の評価規準を活用した個人目標の整理 

  検証授業Ⅰの改善点を踏まえ、個人目標の整理をＴ２と検討したことで、主観的な判断による設

定ではなく生徒の実態に合った客観的な整理を行うことができた。 

また、検証授業Ⅰでは把握ができなかった関心・意欲・態度等の項目について、評価できる目標 

内容に変更したことや目標の数を精選したことで、【図 15】に示したとおり、全ての目標の把握に 

つながったと考える。 

さらに、検証授業及び学習指導案を見た職員へのアンケートでは、全員が「個人目標を、観点別 

の評価規準を活用して整理して行う授業は、学習状況を丁寧に把握することにつながると思う」と 

回答した。 

 

(イ) 学習活動を評価する場面の明確化  

 指導過程に、評価する学習場面を黒背景に白抜きの文字で示したことで見やすくなり、評価する 

場面が瞬時に確認できるようになった。実際に、【図 16】に示す通り、27 項目に整理した個人目標 

の達成状況や取組状況を 100％把握できた。 

また、検証授業及び学習指導案を見た職員６名中５名が「整理した目標を指導過程に明記するこ

とは、目標を的確に把握することにつながると思う」と回答している。 

 

(ウ) 個人目標の整理と評価する場面の明確化を生かした自己評価 

 【図 16】より、把握した内容をもとに称賛等を行うことができたのは、約 80％であった。自己評 

価シート上に振り返りの視点の追記を行ったことで、【図 14】に示したとおり、生徒が１人で自己 

評価に取り組み、次の時間の目標を設定する活動をスムーズに行うことができた。 

また、検証授業及び学習指導案を見た職員全員が、「生徒が授業を振り返って行う自己評価と、自

己評価項目を教師が整理した目標と同一に設定し、把握した内容をもとに称賛等を行うことは、主

体的な取組や学習意欲を高めることにつながると思う」と回答した。 

 教師と生徒の評価

が一致している場合 

教師と生徒の評価が 

一致していない場合 
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    さらに、【図 15】及び【図 16】より、教師の称賛等がスムーズにできている生徒については、教

師及び生徒による評価のすり合わせに差異が見られないことから、生徒が次の時間の目標を適切に

決めていくためには、教師が具体的な目標を設定し、取組状況を丁寧に評価し、振り返りの場面で

しっかり称賛等を行っていくことが、重要であると言える。 

一方で、称賛等に結び付いていない項目については、検証授業Ⅰと同様に、生徒がなぜそのよう

に考えるのか、なぜ理解することが難しいと感じているのかについて、教師がその場で改善点等を

伝えることができなかった。 

また、教師及び生徒による評価のすり合わせにも差異が見られることから、生徒の「できた」や

「できなかった」というシート上の自己評価の結果だけでなく、感想や取組の様子をしっかり見直

し、必要な助言等を行う必要があると考える。 

【図 16 検証授業Ⅱにおける達成状況及び取組状況の把握と称賛等の関係】 

目標の観点 生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ 生徒Ｄ 生徒Ｅ 
把握 称賛等 把握 称賛等 把握 称賛等 把握 称賛等 把握 称賛等 

１知識・理解 ○ ○  ○ ○  ○ ○ 

２技能 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

３知識・理解 ○ 〇 ○ △  ○ 〇 ○ 〇 

４技能 ○ 〇 ○ 〇 ○ △ ○ ○ ○ ○ 

５思考・判断・ 
表現 

○ △ ○ 〇  〇 〇 ○ ○ ○ ○ 

６関心・意欲・ 
態度 

〇 
 

〇 △ 〇 △ ○ ○ 〇    〇 

（○：把握・称賛等ができた／△：把握・称賛等ができなかった） 

      

なお、生徒にとって分かりやすい自己評価シートに改善したことは、生徒が授業を振り返り、次 

の学習の目標を決めるだけでなく、次の時間への意欲や具体的な気持ちをもつことにもつながった。 

その意欲や気持ちが表現されている記述について、【図 17】に示す。 

【図 17 生徒の次の学習に向けた意欲等が表現された記述】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅸ 研究の成果と課題 

  本研究を通して、「教師が観点別の評価規準を活用した個人目標の整理や自己評価項目の選定を行い、評

価する学習活動の場面を明確にすれば、生徒と一緒に達成状況を確認することができ、生徒が次の時間の

学習目標を自分で決めることができるなどの主体性を育てる評価の在り方につながるだろう」という仮説

は、おおむね達成できた。詳細については「１ 研究の成果」に、新たに見えた課題については「２ 今

後の課題」に示す。 

 

 

 

 

 

 

本時の取組を振り返り、次の時間への       自信がついてきたことを自覚しながら、次の 

意欲を表現できた記述の一例           時間の目標を決定できている記述の一例 

生徒Ｄの感想より 生徒Ｅの感想より 

〇 
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１ 研究の成果 

 ⑴ 観点別の評価規準を活用して個人目標を整理し、評価する学習場面を指導過程に明記したことで、 

  生徒が何を理解でき、どんな考えをもって取り組んだのかなどについて、具体的に評価することがで 

きた。 

  ⑵ 整理した個人目標を評価する学習場面を明確にし、学習の状況を把握したことで、生徒の自己評価 

   の際に称賛やアドバイス等を行うことができ、生徒が次の時間の目標を決めることにつながった。 

  ⑶ 生徒にとって分かりやすい自己評価シートの工夫を行ったことで、次の学習の目標を具体的に記述 

することができた。 

⑷ 教師が観点別の評価規準による個人目標の整理や自己評価項目の選定を行い、整理した目標を評価 

 する学習活動の場面を明確にすることで、生徒と一緒に達成状況を確認することができた。また、確 

認できた結果をもとに、生徒が次の時間の学習目標を自分で決めることができた。 

 

 ２ 今後の課題 

  ⑴ 生徒の達成状況を確実に把握できる、より具体的で客観性の高い目標の設定を行うために、複数の

職員による整理や取組状況の評価が必要である。 

⑵ 目標を設定する際、学びのつながりの維持が可能となるように、様々な教師が共有できる、教科や 

単元ごとに整理された観点別の評価規準を活用した目標の一覧表などが必要となる。 

  ⑶ 評価の具体的な取組として学習指導案の工夫を行ったが、学習指導案を作成しない普段の授業でも 

活用できる簡略化されたものを考案する必要があると考える。 

 

  最後に、本研究を通して、学習活動を細かく分析し評価していくことは、特別支援学校においてはも 

ちろんのこと、小・中学校に在籍する課題やつまずきのある児童生徒が「できた」「わかった」という自 

信をもち、学習への意欲を高める活動にもつながるのではないかと考えている。今後は、課題の改善と 

ともに、学習活動の分析や目標設定、評価の在り方の啓発に努めるとともに、研究を深めたい。  
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《研究協力校 宮崎県立延岡しろやま支援学校》 
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